
東急電鉄が運営する二子玉川ライズと二子玉川商店街は駅を挟ん
で両側にあり、いかにも「新しく進出した大型商業施設と、お客様
を奪われるのではと敵愾心を燃やす地元商店街」という対立構図に
なりそうな間柄。ところが、実際には一丸となって二子玉川一帯の
まちづくりを考え、地元町会などの協力も得ながら様々な取組みで
エリア全体を盛り上げています。 
とはいえ、最初からこのような関係だったわけではなく、やはり
開発の計画段階では地元の方々にも複雑な感情があったそうです。
今日の連携は、時間をかけてお互いに理解を深める努力を重ねたか
らこそ。その賜物が「二子玉川 100年の未来ブック」です。様々な
立場のメンバーが語りあって理想の未来像を共有し、力を合わせて
実現しようと取り組む体制は、高津大山街道でも叶えたい姿です。 
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発行元 ● 大山街道アクションフォーラム運営委員会

     高津区役所 

発行日 ●平成28年3月 

高津とは多摩川の対岸にあたる世田谷区。「宇
奈根」「瀬田」など、共通の地名もあって高津と
は縁の深いエリアです。 
 1 月 26 日(火)に開催した第20 回アクション
フォーラムでは、二子玉川商店街振興組合と東急
電鉄の方々をゲストに招き、二子玉川のまちづく
りについてお話を伺いました。 
トークセッションの後のフリータイムでは名
刺交換も弾み、今回の出会いからまちづくりの新
しいアイデアが生まれる期待が膨らみます。 

大山街道が結ぶ二子玉川との新たな出会い

パネラー同士の軽妙なやりとりに 
日頃の関係の親密さが伺えます。 

二子玉川の未来を描いた冊子を手に、参加者は興味津々。 

「FUTAKOTAMAGAWA CITY」のオリジ
ナルウェア。街を愛する気持ちが形に。 

地元町会を中心に
「100年先を見据えた
まちづくり」を考える会を 
立ち上げ、地域の関係団体、
小学校 PTA、行政、警察署、
商店街、企業などとともに、
勉強会や意見交換会を重
ねて作り上げたもの。 
転入者にも配布し 
ているそう。 

二子玉川商店街振興組合および 
東京急行電鉄(株)のみなさま 
ご協力ありがとうございました！



大山街道アクションフォーラムでは昨年に引き続き、歴史情緒ある
雰囲気を演出する太鼓幕を沿道に設置しました。往時の風情を取り戻
したいという思いが、少しずつ形になっています。 
 また、高津区役所２階にも太鼓幕が設置され、街道歩きを楽しむ方
がマップなどを気軽に手に取れるようになりました。 
沿道にお住まいで「自分の建物にも太鼓幕をつけたい！」と思われ
た方は、ぜひ下記問い合わせ先までご一報ください。 
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3 月 6 日(日)大山街道フェスタに併せて開催された「大山みちま
ちウィークエンド」。今年で 3 回目となる「世にもグルメなカレー
フェスタ」には、二子地区から 9店舗が参加。各店が腕を競うオリ
ジナルカレーには開始早々に行列ができ、計 2000 食以上を完売。
地域のイベントとして定着してきたようです。 
あゆの絵付けワークショップにも、親子連れを中心に多くの方が
参加。2012 年に始まった「たかつ大山街道 1000 匹のあゆプロジ
ェクト」ですが、皆様からお預かりしたあゆは、ついに 1000 匹と
なりました。記念すべき 1000 匹目は、高津区に最近引っ越してき
たというご夫婦。地元の歴史を知ってもらう良い機会になりました。
1000匹で一区切り、新たな展開を迎える「あゆプロジェ 
クト」に、今後もご注目ください。 
料亭やよいでのお茶席は、今年初めての開催。「歴史ある 
建物が地元にあることを知ってもらいたい」という思いから企画さ
れましたが、こちらも大盛況。期待どおり「機会があれば中を見て
みたいと思っていた」というお客様の声も聞かれました。 
その他にも、ふるさと館サポーターズクラブが企画する街道ウォ
ーキングなどが行われ、街道全体が盛り上がった 1日でした。

街道の歴史を楽しむ企画満載、大山みちまちウィークエンド

平成28年６月

「何色にしようかな」 

会場いっぱいに漂う香りに続々と
お客さんが。スタッフも大忙し！


